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一
九
九
七
年
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
を
襲
っ
た

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
海
外
か
ら
流
入
し
た

資
本
が
急
激
に
流
出
に
転
じ
る
こ
と
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら

本
格
的
に
進
展
し
た
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

負
の
側
面
を
代
表
す
る
事
象
と
し
て
、
記
憶

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
一
〇
年
後
の
二
〇
〇
八
年
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
世
界
的
な
金

融
・
経
済
の
混
乱
は
、
再
び
ア
ジ
ア
諸
国
の

経
済
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
幸
い
な
こ

と
に
、
今
回
は
い
ず
れ
の
国
も
比
較
的
短
期

間
で
、
こ
れ
を
乗
り
切
り
、
一
時
は
懸
念
さ

れ
た
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
再
来
を
招
く
こ
と

に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
は
良
い
こ
と
も

あ
る
が
、
一
地
域
に
お
け
る
問
題
を
世
界
的

な
問
題
へ
と
拡
大
・
増
幅
す
る
と
い
う
問
題

点
も
内
包
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
金
融
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
国
境
を
越
え
る

資
金
移
動
の
増
大
は
危
機
の
伝
播
の
危
険
性

を
高
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
国
際
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、

東
ア
ジ
ア
新
興
国
は
ど
の
よ
う
な
政
策
対
応

を
と
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
各
国

の
経
済
構
造
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、
本
書
は
九

〇
年
代
以
降
の
東
ア
ジ
ア
新
興
諸
国
を
と
り

ま
く
国
際
資
金
移
動
の
推
移
と
、
こ
れ
ら
諸

国
の
経
済
政
策
運
営
や
経
済
構
造
変
化
と
の

関
係
を
探
る
。

　

国
際
資
金
移
動
と
関
連
す
る
経
済
政
策
運

営
や
国
内
経
済
構
造
と
し
て
、
特
に
注
目
し

た
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

①
金
融
改
革
を
含
む
経
済
構
造
改
革

② 
国
内
金
融
の
構
造
変
化
と
産
業
へ
の
金
融

仲
介

③ 

直
接
投
資
を
中
心
と
す
る
外
資
導
入
策
の

成
否

　

本
書
は
、
前
半
の
章
で
テ
ー
マ
別
の
分
析

を
、
後
半
で
国
別
分
析
を
行
っ
た
章
を
ま
と

め
て
二
部
構
成
と
し
て
い
る
。

　

テ
ー
マ
別
分
析
で
は
、
資
本
自
由
化
を
巡

る
論
点
の
整
理
、
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
途

上
国
に
お
け
る
外
貨
準
備
蓄
積
の
関
係
、
民

間
資
本
の
移
動
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
点
と

し
て
公
的
資
金
フ
ロ
ー
（
援
助
）
お
よ
び
労

働
者
送
金
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ

る
。

　

国
別
分
析
で
は
、
対
象
国
と
し
て
韓
国
、

タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
中
国
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
特
殊
性
に
も
留
意
し
て
分
析
を
提
示
す

る
。

　

以
下
、
各
章
ご
と
に
内
容
を
簡
単
に
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

　

序
章
で
は
、
各
章
を
理
解
す
る
た
め
に
最

小
限
抑
え
て
お
き
た
い
概
念
の
解
説
と
、
こ

の
間
の
マ
ク
ロ
経
済
の
大
ま
か
な
変
遷
の
概

説
に
続
い
て
、
本
書
の
概
要
を
示
す
。

　

第
一
章
で
は
、
資
本
自
由
化
の
メ
リ
ッ
ト

と
問
題
点
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
サ
ー
ベ
イ

が
示
さ
れ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
金
融
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
を
含
む
開
発
途
上
国
が

外
貨
準
備
保
有
を
増
大
さ
せ
て
き
た
こ
と
を

パ
ネ
ル
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
実
証
的
に
明
ら

か
に
す
る
。

　

第
三
章
で
は
、
援
助
を
中
心
と
す
る
公
的

資
金
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
興
の
援
助
国
（
ド

ナ
ー
）と
し
て
台
頭
し
て
き
た
諸
国
と
し
て
、

韓
国
、
台
湾
、
中
国
、
タ
イ
の
事
例
を
分
析

す
る
。

　

第
四
章
で
は
、
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者

に
よ
る
送
金
に
つ
い
て
の
文
献
サ
ー
ベ
イ

と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
題
材
と
し
て
政
策
課
題

に
つ
い
て
の
論
点
整
理
を
行
う
。

　

第
五
章
で
は
、
韓
国
を
対
象
に
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
が
示
さ
れ
る
。
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通

貨
危
機
と
今
回
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
、

い
ず
れ
も
が
韓
国
経
済
を
大
き
く
攪
乱
し
た

が
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
経
済
構
造
変
化

に
よ
り
韓
国
経
済
は
外
的
シ
ョ
ッ
ク
に
強
い

体
質
へ
と
変
化
し
た
と
見
る
。

　

第
六
章
で
は
、
タ
イ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

が
示
さ
れ
る
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
経
済

改
革
は
、
当
初
は
I
M
F
の
勧
告
に
従
っ
た

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
処
方
箋
に
沿
っ
て
進
ん

だ
が
、
次
第
に
タ
イ
独
自
の
要
素
を
持
つ
政

策
に
変
化
し
た
と
す
る
。
そ
う
し
た
観
点
か

ら
タ
ク
シ
ン
政
権
の
推
し
進
め
た
「
デ
ュ
ア

ル
・
ト
ラ
ッ
ク
政
策
」
に
つ
い
て
掘
り
下
げ

た
考
察
が
示
さ
れ
る
。

　

第
七
章
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
が
示
さ
れ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い

て
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
政
府
主
導
で
長

期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
、
そ
れ
に
向

け
た
産
業
再
編
を
誘
導
し
よ
う
と
い
う
政
策

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
金
融
再
編
、
さ
ら
に

は
近
年
に
お
け
る
高
付
加
価
値
製
造
業
と

サ
ー
ビ
ス
業
の
自
由
化
に
向
け
た
政
策
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

第
八
章
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
を
示
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
資
本
流
出
の
傾
向
が

他
国
よ
り
も
大
規
模
か
つ
長
期
渡
っ
て
お
さ

ま
ら
ず
、
こ
れ
が
投
資
の
減
退
の
ひ
と
つ
の

背
景
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

国
内
の
金
融
シ
ス
テ
ム
に
も
問
題
が
あ
り
、

製
造
業
に
対
す
る
資
金
供
給
と
い
う
機
能
は

低
下
し
た
ま
ま
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

第
九
章
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
示
す
。
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
以
前
か

ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
金
融

改
革
へ
の
取
り
組
み
を
丁
寧
に
追
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
際
環
境
の
変
化
と
金
融
シ
ス
テ

ム
の
変
容
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
一
〇
章
で
は
、
中
国
の
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
示
す
。
中
国
が
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を

う
ま
く
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
最
大
の

背
景
は
、
他
の
東
ア
ジ
ア
新
興
国
と
比
較
し

て
、
中
国
で
は
資
本
自
由
化
も
金
融
の
対
外

開
放
・
自
由
化
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界

的
な
金
融
・
経
済
の
混
乱
は
、
中
国
に
お
け

る
経
済
自
由
化
の
機
運
を
削
ぐ
こ
と
に
も
繋

が
っ
た
と
憂
慮
す
る
。

（
く
に
む
ね　

こ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
国
際
経
済
研
究
グ
ル
ー
プ
）
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